


 

訓練カリキュラム（取得資格の既取得者も、当該カリキュラムに沿った訓練受講となります） 

訓練教科等 科目（項目）名 時間 内容 

総訓練時間に 

含めない科目 

入校式 1 入校式 

修了式 1 修了式 

職業安定所訪問（就職活動日） 3  

小計① 5  

普通学科 

就職指導 24 
ジョブ・カードを活用したキャリアコンサルティング、自己理解、 

履歴書・職務経歴書の書き方 

コミュニケーション技法 3 コミュニケーションの基本 

社会 4 入校、修了オリエンテーション 

訓練時間 小計② 31  

専門学科 

日商簿記３級知識 90 
日々の取引（商品売買、備品の管理、給料の支払い）の仕訳と帳簿の種類、 

決算手続き 

日商簿記 2級商業知識 1２0 株式会社の仕組み、有価証券、外貨建取引、税効果会計、連結会計 

日商簿記 2級工業知識 90 
製造費用と原価計算（個別原価計算、総合原価計算、標準原価計算、 

直接原価計算） 

日商電子会計 3級知識（弥生） 9 会計データの取り扱い、電子帳簿の知識 

生成 AIの利活用 18 生成 AIの概要と動向、活用方法と注意点、プロンプト 

日商 PC共通分野知識 18 
ネット社会におけるデジタル仕事術、デジタルデータの特徴、 

ハードウェア・ソフトウェア、情報セキュリティ 

日商 PC文書作成 3級知識 24 ビジネス文書の種類、文章表現、文書管理の知識 

日商 PCデータ活用 2級知識 30 ビジネスデータの活用方法、分析手法、Excel関数の知識 

訓練時間 小計③ 399  

専門実技 

日商簿記３級演習 30 試験対策：第 1問（仕訳）、第 2問（勘定記入、補助簿）、第 3問（決算） 

日商簿記 2級商業演習 60 試験対策：第 1問（仕訳）、第 2問（個別論点）、第 3問（決算） 

日商簿記 2級工業演習 30 
試験対策：第 4問（費目別・部門別計算、個別・総合原価計算）、 

第 5問（標準原価計算、直接原価計算） 

日商電子会計 3級演習（弥生） 30 弥生会計を使用した証憑入力から月次決算までの実務、検定試験対策 

PC実務演習 9 グループウェア（Gmeil、 Google Meet他）の活用 

日商 PC文書作成 3級演習 42 社内文書・社外文書の作成、検定試験対策 

日商 PCデータ活用 2級演習 60 Excel関数、データベース集計・分析資料の作成、検定試験対策 

訓練時間 小計④ 261  

総訓練時間 合計 ②＋③＋④ 691  

 
応募手続き 

募 集 期 間 令和 8年 7月 8日（水）～令和 8年 8月 5日（水） 

応 募 書 類 ① 入校申込書（ハローワークにあります）撮影６か月以内の顔写真（３５mm×４５mm以内）を貼付。 

 ② 返信用封筒（合否結果通知用）長３型（１２０mm×２３５mm）の表面に郵便番号、住所及び氏名を記入し、１１０円切手を貼付。 

提 出 先 募集期間内に居住地を管轄するハローワークへ。ただし、ハローワーク新潟（美咲庁舎）で申込書を受け付けることはできません。 

 新潟の場合は、ときめきしごと館（新潟市中央区弁天２-２-１８新潟ＫＳビル内 Tel：０２５-２４０-４５１０）に提出してください。 

 ※無料駐車場はございません。 

優 先 枠 ひとり親世帯枠（２名）及び学校卒業後未就職の方（２名）、新型コロナウイルス感染症の影響により離職された方 

 （母子家庭の母親、父子家庭の父親及び未就職卒業者、新型コロナウイルス感染症の影響による離職者に該当される方は、 

 ハローワーク相談窓口にお申し出ください。ただし、優先枠は合格を確約するものではありません。） 

  

受講者の決定（入校選考等） 

職業相談における訓練受講の必要性（希望職種との適合性、経験・知識・資格等）、就職活動状況、職業訓練受講歴、テクノスクールが行う選考試験結果を 

総合的に判断し決定します。なお、選考試験は下記のとおりです。 

選考日時 令和 8年 8月 19日（水） １０：４５～（受付開始 １０：３０） 

会 場 新潟県立新潟テクノスクール （新潟市中央区鐙西１-１１-２）  

※事前の案内はいたしませんので、直接上記選考会場にお集まりください。連絡なく遅刻した時は受験できない場合があります。 

内 容 筆記試験３０分（中学校卒業程度の国語・数学） 

所 持 品 筆記用具（鉛筆またはシャープペンシル）     ※結果の通知は、選考試験の日から概ね１０日以内に発送します。 

 

職業訓練の３本柱 

公共職業訓練では、次の３つの指導を総合的に行い、求職者の就職を支援します。 

①教科指導（職業に必要な専門的な知識・技術の習得） 

②生活指導（職業人に相応しい生活態度の涵養） 

③職業指導（就職・キャリア形成に係る助言） 
 

  

 

 

 

 


